



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Hinweisgebersysteme,  Implementierung in 
Unternehmen, 2012. 98頁以下　が挙げられる。
17）例えばここ数年の筆者の研究でも、これらの事
柄については若干の問題提起をもって指摘する機
会があった。例えば、前掲註２）参照。
18）製品安全の研究以来、まさに愛好の書となって
いるものに、田中英夫・竹内昭夫『法の実現にお
ける私人の役割』1987年初版　2005年復刊　有斐
閣がある。特に法律制度の民主化についての言及
のある176頁以下、181頁以下の対談の中の197頁
での「牙のある法律」というくだりなど、現代に
おいても十分通用する示唆に富んだ内容となって
いると思われる。
【追記】
　　校正期間中に、前掲註５）に関連して「白班」
訴訟が東京地裁に提起されたが、被告であるカネ
ボウ側は、請求棄却を求めて争う姿勢を示した、
という報道に接した。平成25年11月18日　読売新
聞夕刊。
平成25年９月16日脱稿
